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1．はじめに 

 GPS が 1970 年代に米国で開発されて以来，様々な進化を成し遂げてきた．日常生活で身近なカ－ナ

ビゲーションや携帯電話などに搭載されている．建設業界でも，GPS は様々な現場で活用されており出

来形の向上，コスト削減に繋がっている．また，平成 12 年に「ネットワ－ク型 RTK-GPS 公共測量作業

マニュアル」が作成されて以来，公共測量分野で VRS 観測の利用が進んでいる． 

 VRS 観測では，新点の座標値を求めるために既知点も観測することになっており，信頼性の高い結果

が得られることになる．一方，単点観測法は，新点のみを直接に観測して座標値を求めようとする方法

である．単点観測法で得られた結果が，VRS 観測法による結果とほぼ同等になれば，単点観測法は，既

知点が不要となるため短時間でデ－タの取得が可能になる． 

2．観測概要 

 観測は大阪工大裏の淀川河川敷で行った．新点 A，B，C は障害物等の影響を余り受けない場所に設

置した．それにより，比較的良好な観測値が得られると判断出来る．観測方法は，図－1 の既知点を経

由して観測する VRS 観測と図－2 の新点のみを観測する単点観測である． 

 図－1 の既知点 AAA，BBB，CCC は，電子基準点（交野，大阪，箕面）を用いたスタティック測量

にて観測を行った．VRS 観測では 1 セッションで既知点 AAA，BBB，新点 A，C の 4 点観測，2 セッシ

ョンで既知点 AAA，CCC，新点 B，C の 4 点観測，最後に 3 セッションで既知点 BBB，CCC，新点 A，

B の 4 点観測を行った．単点観測では 1 セッションで新点 A，C の 2 点観測，2セッションで新点 B，C
の 2 点観測，最後に 3 セッションで新点 A，B の 2 点観測を行った．なお，両図に示した矢印は基線ベ

クトルを表している． 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 VRS 観測 図－2 単点観測 

3．標準偏差による比較 

 図－3，4，5 は新点 A，B，C の座標値を縦軸に Y 座標，横軸に X 座標を取って表したものである．

VRS 観測と単点観測の座標値のバラツキ具合を見るために，標準偏差を求めると表－1 のような結果が

得られた．表－1 の結果を見る限り，VRS 観測と単点観測では標準偏差に大きな差異はないと考えられ

る．このことは，単点観測でも精度良く座標値が得られることを示唆している． 
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図－6 TS との較差 

図－3 新点 A の座標値 

表－2 各辺長の比較 

図－4 新点 B の座標値 

図－5 新点 C の座標値 
表－1 標準偏差 
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4．TS との比較 

 VRS 観測で観測された座標値には，バラツキが生じているため，測定精度を確かめておく必要がある．

そこで，TS により各新点間の距離を測定し，この値を真の値とみなした．つぎに，VRS 観測と単点観

測で測定された座標値から辺長を求め，相互の比較を行った． 
各辺長の観測結果を表－2 に示す．なお，VRS 観測・単点観測の辺長は 10 回の測定結果の平均であ

る．図－6 は TS と VRS 観測・単点観測との較差である．較差のプラスの値は辺長が長いこと，マイナ

スの値は辺長が短いことを意味している．したがって，A～C 間は TS の辺長に比べ，単点観測で 5mm，

VRS 観測で 1mm 短く観測されている．つぎに，C～B 間では，両者とも 8mm 短く観測されている．ま

た，B～A 間は，単点観測で 1mm，VRS 観測で 3mm 長く観測されている．このように VRS 観測と単点

観測で求めた辺長には多少差異が生じている．しかしながら，辺長が長くあるいは短く観測されたとこ

ろがあるが，これらについては VRS 観測・単点観測とも調和している． 

5．VRS 観測と単点観測のまとめ 

VRS 観測と単点観測で得られた座標値から両者の辺長を比較した結果，つぎのようなことが判明した．

ⅰ) VRS 観測と単点観測で得られた座標値のバラツキには，大きな違いがみられなかった．ⅱ)TS との

較差は，VRS 観測・単点観測ともに同様な傾向が認められた． 
6．今後の課題 

 今回の結果より，単点観測でも VRS 観測と同等の精度が得られたが，単点観測法を確立するために

は，許容範囲などの検討を行う必要がある． 

新点 A 新点 B 新点 C 
方法 

X  Y  X  Y  X  Y 

VRS 0.007 0.007 0.006 0.008 0.008 0.003

単点 0.013 0.005 0.008 0.004 0.013 0.005

  辺長 

方法 
A～C（m） C～B（m） B～A（m） 

T S 46.832 100.043 62.870 

単点 46.827 100.035 62.871 

VRS 46.831 100.035 62.873 
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